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株主各位
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　 証券コード　2753
　 平成24年５月29日

株 主 各 位 　 　

　 愛知県春日井市如意申町五丁目２番地の１

　 株 式 会 社 あ み や き 亭
　 代表取締役社長 佐 藤 啓 介

第17回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。　
さて、当社第17回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご出席くださいますようご通知申し上げます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただきまして、同封
の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成24年６月12日（火
曜日）午後６時までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬　具

記

１．日 時 平成24年６月13日（水曜日）午前11時

２．場 所 愛知県春日井市松新町一丁目５番地

　 　 ホテルプラザ勝川　２階　さくら

　 　 （末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項 　

　報 告 事 項 １．第17期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）

    事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の

連結計算書類監査結果報告の件

　 　 ２．第17期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）

    計算書類報告の件

　決 議 事 項 　

　第１号議案 剰余金処分の件

　第２号議案 取締役６名選任の件

　第３号議案 監査役２名選任の件

　第４号議案 補欠監査役１名選任の件

以　上

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出

くださいますようお願い申し上げます。
なお、株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正

が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス
http://www.amiyakitei.co.jp）に掲載させていただきます。
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（添付書類）
 

事　 業　 報　 告

(平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで)

 

１．企業集団の現況

(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活

動の停滞、欧州金融危機や急激な円高・株安の進行、10月のタイの洪水など

の影響による国内景気下振れ懸念がありました。その後、年初からの一部消

費の持ち直しや円安に伴い株価が回復基調に転じるなどの若干の明るい兆し

はありますが、原油価格高騰などの影響から依然として先行きは不透明な状

況となっております。

当業界におきましては、雇用・所得環境への不安に伴う節約志向が継続し

ており、また、ユッケ食中毒事件や原発事故に伴う風評被害から焼肉業界へ

の消費者の不信感が未だ残るなど取巻く経営環境は極めて厳しい状況となっ

ております。

このような環境の下、当社グループといたしましては、「お客様に喜んで

いただき、選んでいただく店舗作り」を目指し、「食肉の専門集団」である

強みを活かした食肉の知識と技術を駆使し、お客様にとって「安心・安全で

美味しくて安い」価値感・満足感のある商品を提供することにより他社との

差別化を図るなどの既存店の強化を行ってまいりました。

当連結会計年度末の店舗数につきましては、「あみやき亭」3店舗（北方

店、大垣南店、伊賀上野店）、焼肉「スエヒロ館」2店舗（武蔵村山店、梅

島店）、「元祖やきとり家美濃路」5店舗（砂田橋店、津島店、豊川店、大

垣店、岩塚店）を新規出店し、185店舗となりました。

以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、既存店売上の減少に

より売上高は、21,660百万円（前期比3.1%減）、損益面におきましては、販

売費及び一般管理費のコスト削減に努めましたが、既存店の売上減少及び原

価率上昇に伴う粗利益減少により営業利益1,521百万円（前期比30.5%減）、

経常利益1,602百万円（前期比28.4%減）、当期純利益710百万円（前期比33.7%

減）となりました。

また、株式会社あみやき亭単体の当事業年度の業績は、売上高18,947百万

円（前期比2.4%減）、営業利益1,727百万円（前期比20.9%減）、経常利益

1,822百万円（前期比19.7%減）、当期純利益956百万円（前期比22.5%減）と

減収減益となりました。
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事業別の状況は次のとおりであります。

＜焼肉事業＞

焼肉事業の当連結会計年度末の店舗数は、5店舗新規出店した結果118店舗

となりました。内訳は、あみやき亭100店舗、かるび家5店舗、スエヒロ館13

店舗であります。

当社が経営する「あみやき亭」では、品質の向上に徹底的にこだわり「お

客様にとって価値感・満足感のある商品」の提供に努め、既存店強化に努め

てまいりました。

株式会社スエヒロレストランシステムが経営する「スエヒロ館」につきま

しては、「かるび家」からの業態変更と新規出店を行っており、「食肉の専

門集団」である強みを活かした「チェーン店価格」での商品を提供しており

ます。

以上の結果、焼肉事業の当連結会計年度の売上高は、16,734百万円となり

ました。
 

＜焼鳥事業＞

焼鳥事業の当連結会計年度末の店舗数は、5店舗新規出店し58店舗であり

ます。

焼鳥事業は、当社が経営する「元祖やきとり家美濃路」58店舗であります。

焼鳥事業におきまして、焼き師認定制度を導入し、炭火で1本1本手焼きす

る「焼き」の技術向上に努めるとともに、「美味しくて、安い」焼鳥や釜め

しの提供に努めました。
 

以上の結果、焼鳥事業の当連結会計年度の売上高は、4,007百万円となり

ました。
 

＜その他の事業＞

その他の事業の当連結会計年度末の店舗数は、9店舗であります。

内訳は、株式会社スエヒロレストランシステムが経営するレストランの

「スエヒロ館」6店舗、居酒屋「楽市」3店舗であります。

レストランの「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」である

当社グループの強みを活かした低価格の「100%国産ハンバーグ」「国産牛ス

テーキ」を提供するハンバーグ・ステーキの専門店として、引続き品質の向

上に努めてまいりました。

また、居酒屋「楽市」につきましても、メニュー開発を行うとともに商品

の品質向上やお客さまの立場に立った接客・サービスの向上に努めてまいり

ました。
 

以上の結果、その他の事業の当連結会計年度の売上高は、918百万円とな

りました。
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(2) 設備投資の状況

当連結会計年度中に実施いたしました設備投資の総額は、1,281百万円であ

り、主なものは次のとおりであります。

当連結会計年度中に取得及び完成した主な設備

焼肉事業　　あみやき亭北方店、大垣南店他　　 5店舗

焼鳥事業　　元祖やきとり家美濃路砂田橋店他　 5店舗

　

(3) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

① 企業集団の財産及び損益の状況

区 分
第 14 期

平成21年３月期
第 15 期

平成22年３月期
第 16 期

平成23年３月期

第 17 期
(当連結会計年度)
平成24年３月期

売 上 高(百万円） － 17,572 22,346 21,660

経 常 利 益(百万円） － 1,896 2,237 1,602

当 期 純 利 益(百万円） － 1,013 1,071 710

１株当たり当期純利益 (円） － 14,796.55 15,642.72 10,378.06

総 資 産(百万円） － 13,352 14,530 14,662

純 資 産(百万円） － 10,500 11,365 11,871

１株当たり純資産額 (円） － 153,315.82 165,946.08 173,333.00

（注）１．当社では、第15期より連結計算書類を作成しております。

      ２．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

 

② 当社の財産及び損益の状況

区 分
第 14 期

平成21年３月期
第 15 期

平成22年３月期
第 16 期

平成23年３月期

第 17 期
(当事業年度)

平成24年３月期

売 上 高(百万円） 15,409 17,052 19,411 18,947

経 常 利 益(百万円） 1,367 1,882 2,269 1,822

当 期 純 利 益(百万円） 663 996 1,233 956

１株当たり当期純利益 (円） 9,689.30 14,551.64 18,009.83 13,964.51

総 資 産(百万円） 11,521 12,925 14,276 14,714

純 資 産(百万円） 9,676 10,483 11,510 12,262

１株当たり純資産額 (円） 141,287.91 153,069.99 168,072.00 179,040.26

（注）１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。
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(4) 対処すべき課題

① 人材の確保と育成

今後出店スピードを加速させる当社にとって、人材の確保と育成は最重

要課題として位置付けております。

採用については、優秀なアルバイトを社員として採用することに全社的

に取り組むとともに、外食経験者を中心とした中途採用に加えて新卒採用

も積極的に進めるなど、あらゆる手段を講じて積極的に人材の確保に努め

てまいります。

人材育成については、焼肉業態の「あみやき亭大学」と焼鳥業態の「美

濃路大学」のカリキュラムを一層充実させて、店長候補者などの将来幹部

となり得る人材の育成に力を入れてまいります。

 

② 安全安心な商品の提供

商品の安全性は、最重要課題と認識しており、当社におきましては、仕

入食材の品質管理、加工段階における衛生管理、配送段階における温度管

理と鮮度の維持において、社内体制を一層強化するとともに、信頼できる

取引先の選定、指導・教育を行ってまいります。

 

③ 震災等自然災害への対応

震災等自然災害などの緊急事態が発生した場合に備え、安定的な食材の

確保と店舗への供給体制の強化、店舗における震災・防災体制の強化など

に取り組んでまいります。

 

(5) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社との関係

該当事項はありません。

 

② 重要な子会社の状況

会 社 名
資 本 金 又 は
出 資 金

当社の出資比率 主 要 な 事 業 の 内 容

株 式 会 社 ス エ ヒ ロ
レストランシステム

30百万円 100％

焼肉レストラン「スエヒロ館」
　　　　　　　「かるび家」
レストラン　　「スエヒロ館」
居酒屋　　　　「楽市」
の経営
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(6) 主要な事業内容（平成24年３月31日現在）

① 焼肉レストラン「あみやき亭」「スエヒロ館」「かるび家」の経営

② 焼鳥専門店　　「元祖やきとり家美濃路」の経営

③ レストラン　　「スエヒロ館」「ＳＵＥＨＩＲＯ」の経営

④ 居酒屋　　　　「楽市」の経営

 

(7) 主要な営業所及び工場（平成24年３月31日現在）

① 当社本社　　　愛知県春日井市

② 加工場　　　　愛知県春日井市、神奈川県大和市

③ 直営店舗　　　185店舗　

 

(8) 使用人の状況（平成24年３月31日現在）

① 企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

368（2,158）名 22名減（88名増）

 (注）使用人数は就業人員（当社グループから社外への出向者を除き、社外から当社グループ出

向者を含むほか、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数は、年間の平均

人員を（　）で記載しております。

 

② 当社の使用人の状況

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減

314（1,893）名 13名減（100名増）

（注）使用人数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）で記載しておりま

す。

 

(9) 主要な借入先の状況（平成24年３月31日現在）

該当事項はありません。
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２．会社の現況（平成24年３月31日現在）

(1）株式の状況

① 発行可能株式総数 144,000株

② 発行済株式の総数 68,488株

③ 株主数 9,671名

④ 大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

　 株 ％

チャレンジブイコーポレーション有限会社 17,140 25.02

佐 藤 啓 介 10,900 15.91

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ）

6,633 9.68

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ）

3,419 4.99

米 久 株 式 会 社 2,400 3.50

佐 藤 き い 2,050 2.99

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 9 ）

508 0.74

T H E  B A N K  O F  N E W  Y O R K  -
J A S D E C T R E A T Y  A C C O U N T

504 0.73

資 産 管 理 サ ー ビ ス
信託銀行株式会社（証券投資信託口）

413 0.60

福 井 啓 雄 399 0.58

野村信託銀行株式会社（投信口） 399 0.58
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(2）会社役員の状況

① 取締役及び監査役の状況（平成24年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 佐 藤 啓 介 株式会社スエヒロレストランシステム代表取締役会長

専 務 取 締 役 小 坂 治 樹 フ ー ド シ ス テ ム 本 部 長

常 務 取 締 役 千 々 和 　 　 　 康 管 理 本 部 長

取 締 役 福 井 啓 雄 株式会社スエヒロレストランシステム取締役社長

取 締 役 竹 内 隆 盛 内 部 監 査 室 長

取 締 役 秋 岡 賢 治  

常 勤 監 査 役 山 田 修 三  

監 査 役 大 西 秀 典  

監 査 役 隅 田 慶 彦  

 
（注）1. 取締役秋岡賢治は社外取締役であります。

2. 監査役山田修三、大西秀典及び隅田慶彦の各氏は、社外監査役であります。

3. 常務取締役 福井啓雄は平成23年7月1日付で取締役となりました。

4. 当社は監査役 大西秀典氏を東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに基づく独立

役員として指定し、同取引所に届け出ております。　

 

② 取締役及び監査役に支払った報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
（う　 ち　 社　 外　 取　締　 役）

6
（1）

118百万円
（2）

監 査 役
（う　 ち　 社　 外　 監　 査　 役）

3
（3）

11
（11）

合 計 9 129

 
（注）1. 取締役の報酬限度額は、平成13年６月28日開催の第６回定時株主総会において年額300

百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

2. 監査役の報酬限度額は、平成13年６月28日開催の第６回定時株主総会において年額60

百万円以内と決議いただいております。
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③ 社外役員に関する事項

イ 重要な兼職先との当社との関係（平成24年3月31日現在）

該当はありません。
　

ロ 当事業年度における主な活動状況

・取締役会及び監査役会への出席状況（平成23年４月～平成24年３月）

　
取締役会（14回開催） 監査役会（14回開催）

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

取 締 役 秋 岡 賢 治 13回 92％ －回 －％

監 査 役 山 田 修 三 14回 100％ 14回 100％

監 査 役 大 西 秀 典 14回 100％ 14回 100％

監 査 役 隅 田 慶 彦 14回 100％ 14回 100％

・取締役会における発言状況

社外取締役及び各社外監査役は、出席した取締役会においては、社外

取締役及び社外監査役として、報告事項や決議事項について適宜質問

するとともに、必要に応じて社外の立場から意見を述べております。

・監査役会における発言状況

各社外監査役は、出席した監査役会においては、社外監査役として行

った監査の報告をし、他の監査役が行った監査について適宜質問する

とともに、必要に応じて社外の立場から意見を述べております。
 

ハ 責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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(3) 会計監査人に関する事項

① 名称 有限責任 あずさ監査法人

 

② 報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額　　　　　　　　　20百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の

合計額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20百万円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監

査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分

しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る

会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

 

③ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要が

あると判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、又は、監査役会の

請求に基づいて、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の会議の目的と

することといたします。

監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当

すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監

査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後

最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任

の理由を報告いたします。

 

(4）業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概

要は以下のとおりであります。

① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制

「取締役会規程」に基づき、毎月取締役会を開催しております。

「取締役会規程」において、重要な業務執行について取締役会に付議

すべき事項を具体的に定め、取締役会で決定を行っております。

監査役は、取締役会に出席し、取締役の業務執行状況について監視を

行っております。

監査役と社長直轄の内部監査室は連携し、コンプライアンス体制の調

査、法令並びに定款上の問題の有無を定期的に調査して、取締役会に報

告し、問題点の把握・改善に努める体制となっております。
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② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務執行に係る情報は、「文書管理規程」に基づき、保存・

管理しております。

 

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の整備

管理本部長をリスク管理の統括責任者として、各部門の部門長を部門

別のリスク管理責任者として、関連規程やマニュアル・ガイドラインを

制定し、部門毎のリスク管理体制を構築しております。

 

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

将来の事業環境を見据えたうえで経営方針を定め、同方針を機軸に年

度計画を策定しております。

経営に関する重要事項は、年度計画を踏まえて、月例及び随時に取締

役会を開催し、審議・決定を行っております。

各部門においては、経営目標の達成と重要事項の推進に向けて活動し、

毎週行われる部長会議で業績・進捗状況等について報告を通じて検証す

るほか、経営課題解決の議論を行っております。

上記についての実効性を確保するため、職務分掌規程、職務権限規程

等、各種社内規程を整備し、取締役の権限及び責任の明確化を図り、取

締役が適正かつ効率的に職務の執行を行い得る体制を構築しております。

 

⑤ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制

管理本部長をコンプライアンス全体に関する統括責任者として、各部

門の部門長を部門別のコンプライアンス責任者として、関連規程やマニ

ュアル・ガイドラインを制定し、部門毎のコンプライアンス体制を構築

しております。

使用人がコンプライアンス上、疑義ある行為を認知し、それを告発し

ても当該使用人に不利益な扱いを行わない「内部通報制度」を整備して

おります。

 

⑥ 会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための

体制

イ．子会社の統括管理を管理部門が行い、各部門は担当事務に応じた管

理を行っております。

ロ．子会社の取締役、監査役を当社から派遣し、子会社の業務執行状況

を監督、監査しております。
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ハ．子会社は当社との連携を保ちながら自社の事業規模、特性を踏まえ、

自ら内部統制システムを整備しております。

※子会社は、財務報告の信頼性確保のため、当社の定める「財務報告

基本方針」に従い財務報告に係る内部統制を整備し、適切に運用し

ております。

 

⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における

当該使用人に関する事項

監査役がその必要を求めた場合には、これを置くことにしております。

 

⑧ 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項

補助の使用人を置く場合には、当該使用人への指揮権は監査役に委譲

し、取締役からの独立性を確保します。

 

⑨ 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への

報告に関する体制

監査役は、取締役会に出席し、取締役より、重要事項の報告を受け、

関係書類の配布並びに詳細な説明を受けております。

取締役及び使用人は、当社の業績または業績に与える重要な事項につ

いて監査役に報告し、職務の執行に関する法令違反、定款違反及び不正

行為の事実、または当社に損害を及ぼす事実を知った時は、遅滞なく報

告します。

 

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役は、必要に応じて取締役及び使用人に対し報告を求めることが

できるものとし、会計監査人、内部監査部門などと連携して当社の監査

の実効性を確保します。

 

⑪ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社では、法令順守規定に「法令、社内規定等あらゆるルールを厳格

に遵守し、反社会的行為や倫理にもとる行為を排除する」と規定してお

り、すべての従業員（パート・アルバイトを含む）が反社会的勢力排除

に向けた基本的な考え方を理解し、実践に努めております。

社内での対応部署といたしましては管理本部総務部が中心となり、関

係行政機関等と連携し、対応いたします。

また、新入社員研修をはじめとした各階層毎での社内研修においてコ

ンプライアンス・マニュアル等を活用して研修を行っております。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成24年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 　 負 債 の 部 　

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

預 け 金

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

器 具 及 び 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

そ の 他

6,494

5,757

177

2

43

224

94

193

8,168

6,111

4,786

393

203

3

187

516

20

52

5

47

2,004

10

249

239

1,014

490

流 動 負 債 2,431

買 掛 金 859

未払金及び未払費用 848

未 払 法 人 税 等 363

引 当 金 134

そ の 他 226

固 定 負 債 360

負 の の れ ん 0

繰 延 税 金 負 債 25

資 産 除 去 債 務 245

そ の 他 89

負 債 合 計 2,791

純 資 産 の 部 　

株 主 資 本 11,873

資 本 金 2,473

資 本 剰 余 金 2,426

資 本 準 備 金 2,426

利 益 剰 余 金 6,972

利 益 準 備 金 36

その他利益剰余金 6,936

別 途 積 立 金 5,300

繰越利益剰余金 1,636

その他の包括利益累計額 △2

その他有価証券評価差額金 △2

純 資 産 合 計 11,871

資 産 合 計 14,662 負 債 ・ 純 資 産 合 計 14,662

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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連 結 損 益 計 算 書

(平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで)

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 　 21,660

売 上 原 価 　 8,154

売 上 総 利 益 　 13,505

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 11,983

営 業 利 益 　 1,521

営 業 外 収 益 　 　

受 取 利 息 14 　

受 取 配 当 金 0 　

雑 収 入 65 80

営 業 外 費 用 　 　

雑 損 失 0 0

経 常 利 益 　 1,602

特 別 利 益 　 　

現 金 受 贈 益 17 　

受 取 保 険 金 37 55

特 別 損 失 　 　

固 定 資 産 売 却 損 5 　

固 定 資 産 除 却 損 50 　

投 資 有 価 証 券 評 価 損 0 　

減 損 損 失 66 124

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 　 1,534

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 831 　

法 人 税 等 調 整 額 △7 823

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益 　 710

当 期 純 利 益 　 710

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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連結株主資本等変動計算書

(平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで)

（単位：百万円）

　

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

平 成 2 3 年 ４ 月 １ 日
期 首 残 高

2,473 2,426 2,426 36 4,800 1,630 6,467 11,368

連結会計年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

別途積立金の積立 　 　 　 　 500 △500 － －

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △205 △205 △205

当 期 純 利 益 　 　 　 　 　 710 710 710

株 主 資 本 以 外 の
項目の連結会計年度中
の 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 　 　 　 　 　 　

連結会計年度中の変動額合計 － － － － 500 5 505 505

平 成 2 4 年 ３ 月 3 1 日
期 末 残 高

2,473 2,426 2,426 36 5,300 1,636 6,972 11,873

　
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計
その他有価証券評価差額金 その他の包括利益累計額合計

平 成 2 3 年 ４ 月 １ 日
期 首 残 高

△2 △2 11,365

連結会計年度中の変動額 　 　 　

別途積立金の積立 　 　 －

剰余金の配当 　 　 △205

当 期 純 利 益 　 　 710

株 主 資 本 以 外 の
項目の連結会計年度中
の 変 動 額 ( 純 額 )

0 0 0

連結会計年度中の変動額合計 0 0 505

平 成 2 4 年 ３ 月 3 1 日
期 末 残 高

△2 △2 11,871

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数 １社

・連結子会社の名称 株式会社スエヒロレストランシステム

 

２．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

　その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

ロ たな卸資産

評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）によっております。

(1) 原材料・商品

先入先出法

(2) 製品

総平均法

(3) 貯蔵品

最終仕入原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）については定額

法を採用しております。また当社は事業用定期借地権上の建物については耐用年数を借地

期間、残存価額を零とする定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　15年～31年

器具及び備品　　３年～８年

ロ 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ

いております。

ハ 長期前払費用

定額法を採用しております。

ニ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法を採用しております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

イ 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

ロ 賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当連結会計年度に対応する

額を計上しております。

ハ 退職給付引当金

連結子会社において従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給

付債務に基づき計上しております。

ニ 株主優待引当金

当社において、将来の株主優待券の利用による費用の発生に備えるため、株主優待券の

利用実績率に基づいて、翌連結会計年度以降に発生すると見込まれる額を計上しておりま

す。

ホ ポイント引当金

将来のポイントサービスの利用による費用の発生に備えるため、ポイントサービスの利

用実績率に基づいて、翌連結会計年度以降に発生すると見込まれる額を計上しております。

へ 店舗撤退損失引当金

店舗撤退に伴い発生する損失に備えるため、合理的に見込まれる損失額を計上しており

ます。

(4) その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

 

（追加情報）　

会計上の変更および誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会

計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準適用指針第24条　平成21年

12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第24条　平成21年12月４日）を適用しております。

　

３．連結貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 4,806百万円

　
４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 68,488株 －株 －株 68,488株
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(2) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等

イ．平成23年６月15日開催の第16回定時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額　　　　　　　102百万円

・１株当たり配当金額　　　　1,500円

・基準日　　　　　　　　　　平成23年３月31日

・効力発生日　　　　　　　　平成23年６月16日

ロ．平成23年10月3日開催の取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額　　　　　　　102百万円

・１株当たり配当金額　　　　1,500円

・基準日　　　　　　　　　　平成23年９月30日

・効力発生日　　　　　　　　平成23年12月９日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期になるもの

平成24年６月13日開催予定の第17回定時株主総会において次のとおり付議いたします。

・配当金の総額　　　　　　　102百万円

・配当の原資　　　　　　　　利益剰余金

・１株当たり配当金額　　　　1,500円

・基準日　　　　　　　　　　平成24年３月31日

・効力発生日　　　　　　　　平成24年６月14日

　

５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品の状況に関する取組方針

当社グループは、必要な資金を主に自己資金で賄っており、余資は安全性の高い金融資

産で運用しております。またデリバティブ取引は行っておりません。

② 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金及び預け金は、取引先の信用リスクにさらされていますが、回収

までの期間はおおむね短期であり、貸倒実績率は低いものとなっています。当該リスクに

ついては、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、営業部が取引先の状況をモニ

タリングし、財務状況の悪化等を把握したときは速やかに対応するなどリスク軽減に努め

ています。

有価証券は、上場株式であり、主に業務上の関係を有する取引先企業の株式です。これ

らは、発行体等の信用リスク及び市場価格・為替・金利の変動リスクにさらされています。

当該リスクについては、定期的にこれらの時価や発行体の財務状況等を把握し、リスク軽

減に努めています。

長期貸付金は主に土地所有者への建物建設に伴う資金として、差入保証金は主に出店に

伴う差入保証金であり、店舗建物所有者の信用リスクにさらされております。当該リスク

については、取引先ごとに期日及び残高を管理するとともに、営業部が取引先の状況をモ

ニタリングし、財務状況の悪化等を把握したときは速やかに対応するなどリスク軽減に努

めています。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成24年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含ま

れておりません。

　　
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1) 現 金 及 び 預 金 5,757 5,757 －

(2) 預 け 金 177 177 －

(3) 売 掛 金 2 2 －

(4) 投 資 有 価 証 券 10 10 －

(5) 長期貸付金(純額) 249 261 12

(6) 差入保証金(純額) 1,014 895 △118

(7) 買 掛 金 859 859 －

(8) 未 払 金 180 180 －

(9) 未 払 法 人 税 等 363 363 －

（注１）(1) 現金及び預金、(2) 預け金、(3) 売掛金

これらは短期間で決済される性格のものであるため、時価は帳簿価額にほぼ

等しいと言えることから、当該帳簿価額によっております。

(4) 投資有価証券

上場会社の株式であり、時価は取引所の価格によっております。

(5) 長期貸付金

事業に係る建設協力金であり、時価はその将来キャッシュ・フローをリスク

フリー・レートに信用スプレッドを上乗せした割引率で割り引いた現在価値に

より算定しています。

(6) 差入保証金

事業に係る差入保証金であり、時価は将来キャッシュ・フローをリスクフリ

ー・レートに信用スプレッドを上乗せした割引率で割り引いた現在価値により

算定しております。

(7) 買掛金、(8) 未払金、(9) 未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっています。
 

（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

該当事項はありません。
　

６．賃貸等不動産に関する注記

該当事項はありません。

 

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 173,333円0銭

(2) １株当たり当期純利益 10,378円6銭
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８．減損会計に関する注記

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本にグルーピング

しております。

営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである店舗について、固定資産簿価を全額回収

できる可能性が低いと判断した以下の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失（66百万円）として特別損失に計上いたしました。

なお、当社回収可能価額は正味売却価額により算定しており、売却や他の転用が困難な資産

はゼロ評価しております。　

場　　　所　 用　　　途 種　　　類 減損損失（百万円）

愛 知 県 営 業 店 １ 店 舗 　 建 物 等 16　

東 京 都 営 業 店 １ 店 舗 　 建 物 等 50　

 

減損損失の内訳は、次のとおりです。　

固 定 資 産 の 種 類 減 損 損 失 （ 百 万 円 ）

建 物 　　　　　　　　　　　　　　56

そ の 他 　　　　　　　　　　　　　　10

合　　　　　　　　　　　計 　　　　　　　　　　　　　　66

 

９．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

 

10．資産除去債務関係の注記

資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

 

(1) 当該資産除去債務の概要

店舗等の不動産賃貸契約及び定期借地権契約に伴う原状回復義務等であります。

 

(2) 当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を当該契約の契約期間及び建物の耐用年数（主に20年）と見積り、割引率は

当該使用見込期間に見合う国債の流通利回り（主に2.17％）を使用して資産除去債務の金額

を算定しております。

 

(3) 当連結会計年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高　　　　　　　　　　　　　　　　   224百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額　　 　　　   24百万円　

時の経過による調整額　　　　　　　　　　　   4百万円

資産除去債務の履行による減少額　　 　　    △9百万円

期末残高　　　　　　　　　　　　　 　 　   245百万円
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貸　借　対　照　表

（平成24年３月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 　 負 債 の 部 　

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

預 け 金

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

器 具 及 び 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

関係会社長期貸付金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

保 険 積 立 金

6,400

5,679

172

44

36

222

128

94

22

8,313

4,518

3,785

298

132

3

132

147

18

44

1

43

3,750

8

0

204

2,174

199

239

653

270

流 動 負 債 2,209

買 掛 金 809

リ ー ス 債 務 1

未 払 金 147

未 払 費 用 576

未 払 法 人 税 等 358

未 払 消 費 税 等 50

預 り 金 75

前 受 収 益 30

賞 与 引 当 金 89

株 主 優 待 引 当 金 　　      　　3

ポ イ ン ト 引 当 金 25

そ の 他 41

固 定 負 債 242

リ ー ス 債 務 31

資 産 除 去 債 務 198

長期リース資産減損勘定 12

負 債 合 計 2,452

純 資 産 の 部 　

株 主 資 本 12,264

資 本 金 2,473

資 本 剰 余 金 2,426

資 本 準 備 金 2,426

利 益 剰 余 金 7,363

利 益 準 備 金 36

その他利益剰余金 7,326

別 途 積 立 金 5,300

繰越利益剰余金 2,026

評価・換算差額等 △2

その他有価証券評価差額金 △2

純 資 産 合 計 12,262

資 産 合 計 14,714 負 債 ・ 純 資 産 合 計 14,714

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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損　益　計　算　書

(平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで)

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 　 18,947

売 上 原 価 　 7,457

売 上 総 利 益 　 11,490

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 9,762

営 業 利 益 　 1,727

営 業 外 収 益 　 　

受 取 利 息 40 　

受 取 配 当 金 0 　

受 取 賃 貸 料 29 　

協 賛 金 収 入 13 　

そ の 他 11 95

経 常 利 益 　 1,822

特 別 利 益 　 　

保 険 金 収 入 25 25

特 別 損 失 　 　

固 定 資 産 除 却 損 13 　

減 損 損 失 66 80

税 引 前 当 期 純 利 益 　 1,767

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 826 　

法 人 税 等 調 整 額 △15 811

当 期 純 利 益 　 956

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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株主資本等変動計算書

(平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで)

（単位：百万円）

　

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

平 成 2 3 年 ４ 月 １ 日
期 首 残 高

2,473 2,426 2,426 36 4,800 1,776 6,612 11,513

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

別途積立金の積立 　 　 　 　 500 △500 － －

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △205 △205 △205

当 期 純 利 益 　 　 　 　 　 956 956 956

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計 － － － － 500 250 750 750

平 成 2 4 年 ３ 月 3 1 日
期 末 残 高

2,473 2,426 2,426 36 5,300 2,026 7,363 12,264

　
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平 成 2 3 年 ４ 月 １ 日
期 首 残 高

△2 △2 11,510

事業年度中の変動額 　 　 　

別途積立金の積立 　 　 －

剰余金の配当 　 　 △205

当 期 純 利 益 　 　 956

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の 変 動 額 ( 純 額 )

0 0 0

事業年度中の変動額合計 0 0 751

平 成 2 4 年 ３ 月 3 1 日
期 末 残 高

△2 △2 12,262

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

・その他有価証券

時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）

時価のないもの 移動平均法による原価法

・子会社及び関連会社株式 移動平均法による原価法

②　たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）によっております。

・商品・原材料 先入先出法

・製品 総平均法

・貯蔵品 最終仕入原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

　 定率法によっております。ただし、平成10年４月１日

以降に取得した建物（建物附属設備を除く）について

は定額法によっております。また、当社は事業用定期

借地権上の建物については耐用年数を借地期間、残存

価額を零とする定額法によっております。

　 （主な耐用年数）

　 建物　　　　　　15年～31年

　 器具及び備品　　３年～８年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

・自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。

・その他の無形固定資産 定額法によっております。

③　長期前払費用 定額法によっております。

④　リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース

資産

リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法

を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

②　賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、将来の支給見込額の

うち、当事業年度に対応する額を計上しております。
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③　役員賞与引当金 役員賞与の支給に備えるため、当事業年度末における

年間支給見込額に基づき、当事業年度において負担す

べき額を計上しております。

④　株主優待引当金 将来の株主優待券の利用による費用の発生に備えるた

め、株主優待券の利用実績率に基づいて、翌事業年度

以降に発生すると見込まれる額を計上しております。

⑤　ポイント引当金 将来のポイントサービスの利用による費用の発生に備

えるため、ポイントサービスの利用実績率に基づいて、

翌事業年度以降に発生すると見込まれる額を計上して

おります。

(4) リース取引の処理方法

当社の所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年４月

１日より前のリース取引については、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によっておりま

す。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計基準は税抜方式よっております。　

　

（追加情報）　

会計上の変更および誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準適用指針第24条　平成21年12月

４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第24条　平成21年12月４日）を適用しております。

　

２．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 4,231百万円

(2) 関係会社に関する（区分表示したものを除く）金銭債権及び金銭債務

売掛金 43百万円

その他 14百万円

(3) 取締役、監査役に対する金銭債権及び金銭債務

金銭債権 1百万円
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３．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引 598百万円

営業取引以外の取引 56百万円

　
４．税効果会計に関する注記

(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　 繰延税金資産 　

　 未払事業税 28百万円

　 賞与引当金繰入超過額 33百万円

　 少額固定資産 6百万円

　 減価償却超過額 85百万円

　 事業用定期借地権 　

　 仲介手数料 29百万円

　 前受収益 11百万円

　 減損損失 84百万円

　 資産除去債務 70百万円

　 その他 22百万円

　 繰延税金資産小計 372百万円

　 繰延税金資産合計 372百万円

　 繰延税金負債 　

　 資産除去債務 38百万円

　 繰延税金負債合計 0百万円

　 繰延税金資産の純額 334百万円

　
(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の主要な差異要因の内訳

　 法定実効税率 40.6％

　 （調整） 　

　 交際費等永久に損金に算入されない項目 0.4％

　 住民税均等割額 2.8％

　 税率変更による影響 2.3％

　 その他 △0.2％

　 税効果会計適用後の法人税等の負担率 45.9％

　



2012/05/14 12:15:45 ／ 11809591_株式会社あみやき亭_招集通知

個別注記表

－ 27 －

（3）法人税率の変更等による繰延税金資産および繰延税金負債の金額の修正

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正す

る法律」（平成23年法律第114号）および「東日本大震災からの復興のための施策を実施す

るために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年法律117号）が平成23年12月２

日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引下げおよび復

興特別法人法の課税が行われることとなりました。

これにともない、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従

来40.6％となっておりましたが、平成24年４月１日に開始する事業年度から平成26年４月

１日に開始する事業年度までの期間に解消が見込まれる一時差異については37.7％に、平

成27年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.3％に

変更されます。

この税率変更により、当事業年度末の繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除

した金額）は41百万円減少し、法人税等調整額は41百万円増加しております。　
　
５．リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表に計上した固定資産のほか、店舗建物の一部については所有権移転外ファイナ

ンス・リース契約により使用しております。

①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額および期末残高相当額　

　
取得価額相当額
　

減価償却累計額
相当額　

期末残高相当額
　

期末残高相当額
　

建 物 369百万円　 160百万円　 15百万円　 　　193百万円　

　　なお、取得価額相当額は、有形固定資産の期末残高等の占める未経過リース料期末残

　高の　　割合が低いため、「支払利子込み法」により算定しております。

②　未経過リース料期末残高相当額　

　１　年　内　 　　　16百万円

　１　年　超 　　 161百万円　

　　合　計　 　　 177百万円　

　　リース資産減損勘定期末 　　　12百万円　

　　なお、未経過リース料期末残高相当額は、有形固定資産の期末残高等に占める未経過

　リース料期末残高の割合が低いため、「支払利子込み法」により算定しております。

③　支払リース料および減価償却費相当額

　　支払リース料　　　　　　　　　　24百万円

　　減価償却費相当額　　　　　　　　20百万円

④　減価償却費相当額の算定方法

　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　
６．関連当事者との取引に関する注記

該当事項はありません。
　

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 179,040円26銭

(2) １株当たり当期純利益 13,964円51銭
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８．減損会計に関する注記

当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本にグルーピングしており

ます。

営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである店舗について、固定資産簿価を全額回収

できる可能性が低いと判断した以下の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失（66百万円）として特別損失に計上いたしました。

なお、当社回収可能価額は正味売却価額により算定しており、売却や他の転用が困難な資産

はゼロ評価しております。　

場　　　所　 用　　　途 種　　　類 減損損失（百万円）

愛 知 県 営 業 店 １ 店 舗 　 建 物 等 16　

東 京 都 営 業 店 １ 店 舗 　 建 物 等 50　

 

減損損失の内訳は、次のとおりです。　

固 定 資 産 の 種 類 減 損 損 失 （ 百 万 円 ）

建 物 　　　　　　　　　　　　　　56

そ の 他 　　　　　　　　　　　　　　10

合　　　　　　　　　　　計 　　　　　　　　　　　　　　66
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９．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

 

10．資産除去債務関係の注記

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

 

(1) 当該資産除去債務の概要

　店舗等の不動産賃貸契約及び定期借地権契約に伴う原状回復義務等であります。

 

(2) 当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を当該契約の契約期間及び建物の耐用年数（主に20年）と見積り、割引

率は当該使用見込期間に見合う国債の流通利回り（主に2.17％）を使用して資産除去債

務の金額を算定しております。

 

(3) 当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高　　　　　　　　　　　　　　　　188百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額　　　    　6百万円

時の経過による調整額　　　　　　　　　　　3百万円

期末残高　　　　　　　　　　　　　 198百万円

 



2012/05/14 12:15:45 ／ 11809591_株式会社あみやき亭_招集通知

連結会計監査報告

－ 30 －

連結計算書類に係る会計監査報告

　 独立監査人の監査報告書 　

　 平成24年５月10日　
　株式会社あみやき亭 　

　 取締役会　御中 　

　 有限責任 あずさ監査法人 　

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 山 田 　 順 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 楠 元 　 宏 
　

　 　

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社あみやき亭の平成23年４

月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照

表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。　

連結計算書類に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制

を整備及び運用することが含まれる。　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書

類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に

重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ

れに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が

実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有

効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し

て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関

連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法

並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討

することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠して、株式会社あみやき亭及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計

算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているも

のと認める。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

　 独立監査人の監査報告書 　

　 平成24年５月10日　
　株式会社あみやき亭 　

　 取締役会　御中 　

　 有限責任 あずさ監査法人 　

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 山 田 　 順 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 楠 元 　 宏 
　

　 当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社あみやき亭の平成

23年４月１日から平成24年３月31日までの第17期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査

を行った。　

計算書類等に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬

による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経

営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及

びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に

計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る

ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手す

るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計

算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。

監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類

及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、

経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産

及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　以　上
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監査役会の監査報告

　 監　査　報　告　書 　

　 当監査役会は、平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第17期事業
年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づ
き、審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監査報告書を作成し、
以下のとおり報告いたします。
　
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実
施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、

職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通
を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会そ
の他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保する
ために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める
体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されて
いる体制(内部統制システム)について、取締役及び使用人等からその構築
及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、
意見を表明いたしました。子会社については、子会社の取締役及び監査役
等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告
を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びそ
の附属明細書について検討いたしました。
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施し

ているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状
況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査
人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社
計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平
成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、
必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係
る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注
記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いた
しました。
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　２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
一、事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況
を正しく示しているものと認めます。

二、取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違
反する重大な事実は認められません。

三、内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め
ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び
取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。
(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

　

　平成24年５月11日 　

　 株式会社あみやき亭　監査役会 　

　

常勤監査役(社外監査役) 山 田 修 三 

監　査　役(社外監査役) 大 西 秀 典 

監　査　役(社外監査役) 隅 田 慶 彦 

　

以　上
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株主総会参考書類
 

第１号議案 剰余金処分の件

剰余金処分につきましては、当期の業績並びに今後の事業展開等を勘案し、内

部留保にも意を用い以下のとおりといたしたいと存じます。

1. 期末配当に関する事項

第17期の期末配当につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

① 配当財産の種類

金銭といたします。

② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金1,500円といたしたいと存じます。

なお、この場合の配当総額は102,732,000円となります。

③ 剰余金の配当が効力を生じる日

平成24年６月14日といたしたいと存じます。

2. その他の剰余金の処分に関する事項

① 増加する剰余金の項目及びその金額

別途積立金 800,000,000円

② 減少する剰余金の項目及びその金額

繰越利益剰余金 800,000,000円
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第２号議案 取締役６名選任の件

取締役全員（６名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取

締役６名の選任をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであります。
候補
者番
号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当社
の 株 式 数

1
佐 藤 啓 介

(昭和25年９月８日)

平成７年６月　当社代表取締役社長（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社スエヒロレストランシステム代表取締役会長

10,900株

2
小 坂 治 樹

(昭和36年10月22日)

平成11年１月　当社入社

平成13年９月　当社フードシステム本部長

平成14年３月　当社取締役フードシステム本部長

平成17年４月　当社常務取締役フードシステム本部

長

平成18年12月　当社専務取締役フードシステム本部

長（現任）

56株

3
千 々 和 康

(昭和32年９月15日)

平成15年12月　当社入社

平成16年１月　当社経営戦略室長

平成18年６月　当社取締役経営戦略室長

平成19年６月　当社取締役管理本部長

平成21年11月　当社常務取締役管理本部長（現任）

14株

4
福 井 啓 雄

(昭和40年１月３日)

平成９年11月　当社入社

平成11年７月　当社フードシステム本部長

平成11年11月　当社取締役

平成13年10月　当社取締役企画本部長

平成14年８月　当社常務取締役美濃路営業本部長

平成15年10月　当社常務取締役厨房統括営業本部長

平成17年４月　当社常務取締役営業本部長

平成18年３月　当社常務取締役販促企画本部長

平成19年10月　当社常務取締役マーケティング本部

長

平成23年７月　当社取締役（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社スエヒロレストランシステム取締役社長

399株

5
竹 内 隆 盛

(昭和33年６月12日)

平成11年６月　当社入社

平成14年２月　当社管理本部長

平成14年３月　当社取締役管理本部長

平成19年６月　当社取締役経理部長

平成20年12月　当社取締役内部監査室長（現任）

118株
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候補
者番
号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当社の株
式 数

6
秋 岡 賢 治

(昭和20年３月２日)

昭和42年４月　プリマハム株式会社入社

平成12年２月　プリマハム株式会社東京支社長

平成13年６月　プリマハム株式会社取締役

平成14年４月　プリマハム株式会社常務執行役員

営業本部長

平成22年４月　プライムデリカ株式会社非常勤監

査役

平成22年６月　当社取締役（現任）

-株

 
(注) 1. 上記の各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。

2. 取締役候補者秋岡賢治氏は、社外取締役候補者であります。

3. 取締役候補者秋岡賢治氏は、現に当社の社外取締役であり、就任してからの年数は、本

総会終結の時をもって２年となります。

4. 社外取締役候補者とする理由について

秋岡賢治氏につきましては、経営に関する豊富な経験と知識を取締役に就任された場

合に当社の経営に活かしていただくため、社外取締役として選任をお願いするものであ

ります。
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第３号議案 監査役２名選任の件

監査役山田修三氏、大西秀典氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりま

すので、監査役２名の選任をお願いするものであります。

なお、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。
候補
者番
号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 地 位 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当社
の 株 式 数

1
山 田 修 三
（昭和20年７月28日）

昭和44年４月　名古屋鉄道株式会社入社

平成11年５月　株式会社名鉄パレ管理部役員待遇

平成15年５月　株式会社名鉄パレ常任監査役

平成17年９月　株式会社名鉄パレ管財代表取締役

平成20年12月　当社顧問

平成21年６月　当社常勤監査役（現任）

-株

2
大 西 秀 典
（昭和22年２月８日）

昭和44年３月　株式会社西川屋チェーン（現ユニー

株式会社）入社

平成９年１月　ユニー株式会社中京本部中運営部長

平成11年５月　株式会社サン総合メンテナンス代表

取締役

平成19年３月　株式会社サン総合メンテナンス退社

平成19年６月　当社常勤監査役

平成21年６月　当社監査役（現任)

16株

　
(注) 1. 上記の各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。

2. 監査役候補者山田修三氏、大西秀典氏は、社外監査役候補者であります。

3. 山田修三氏は、現に当社の社外監査役であり、就任してからの年数は、本総会終結の時

をもって３年となります。

4. 大西秀典氏は、現に当社の社外監査役であり、就任してからの年数は、本総会終結の時

をもって５年となります。

5. 社外監査役候補者とする理由について

(1) 山田修三氏につきましては、長年大手企業の監査役、代表取締役を歴任され、監査

役及び経営者として培われた管理・内部統制知識を有しております。当社監査役と

して経営全般の監視をお願いするとともに、過去の経験を活かした当社発展のため

の有効な助言を期待し、社外監査役として選任をお願いするものであります。

(2) 大西秀典氏につきましては、長年大手企業のバイヤー、部長職を歴任され、特に食

品分野及び店舗運営に深い造詣を有しております。当社監査役として経営全般の監

視をお願いするとともに、過去の経験を活かした当社発展のための有効な助言を期

待し、社外監査役として選任をお願いするものであります。

なお当社は、大西秀典氏を東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに基づく独

立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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第４号議案 補欠監査役１名選任の件

法令又は定款に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役

１名の選任をお願いするものであります。

なお、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。また、

候補者からは、監査役が任期中に退任し、法令に定める監査役の員数を欠く場合

に、監査役に就任する旨の承諾を得ております。

補欠監査役候補者は次のとおりであります。

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 地 位 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当社
の 株 式 数

中 西 安 廣

(昭和23年７月５日)

昭和42年４月　協同飼料株式会社入社

昭和52年５月　米久株式会社入社

昭和63年５月　米久株式会社取締役

平成13年５月　米久株式会社常務取締役

平成20年５月　米久株式会社取締役常務執行役員営業本

部長

平成22年５月　米久株式会社取締役専務執行役員営業本

部長（現任）

162株

 
(注) 1. 上記の候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

2. 補欠監査役候補者中西安廣氏は、補欠の社外監査役候補者として選任するものでありま

す。

3. 補欠の社外監査役候補者とする理由について

中西安廣氏につきましては、上場企業の役員として培われた内部統制知識を監査役に

就任された場合に当社の監査体制に活かしていただくため、補欠の社外監査役として選

任をお願いするものであります。

 

以　上
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交 通 の ご 案 内

交通　ＪＲ中央線勝川駅のすぐ前

当日は駐車場のご用意ができませんので、お車でのご来場は

ご遠慮くださいますようお願い申し上げます。




